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東大
産
官
学
が
イ
ン
フ
ラ
の
未
来
を
考
察

学
校
に
通
う
「若
者
」
や
、

県
外
の
学
生
か
らな
る
「よ

そ
者
」
の
視
点
を頼
極
的
に

取
り
入
れ
、
学
生
の
発
想
を

地
域
振
興
策
と
し
て
実
現
す

る
た
め
市
長
への
提
案
の
場

の
設
置
や
ア
イ
デ
ア
の
精
査

とい
ったサポートに努め

た
。
3
年
目
とな
る
今
年
度

東京大学下水道システ

ムイノベーシ
ン研究室

は声き
ごろ、オンフィン

で「第1回下水道イノ

ペーシ
ョンセミナー@本

曜
を瞿
した。100

年後までの社会を見通

日
し、これからの水インフ

ラについて産・官・学と

月
市民で考え一、いくもの。

同研究室の加
之・特

年
任櫺
が司会を新め、

和
「地域の歴史・文化・風

伶
土から考んる未来のイン

年
フラ」をアーマに産厚

それぞれの立場からゲス

0
トが登場。楠田哲也
・九

2
州大学名誉

、田本典

秀
・国土

国土

政策総合研究所主任研究

尸
員、服部員彦
・日水コン

からの寄付によ
0て設立
えた
「地域の循環ュ一一ッ
クショップな
奨施。
舎は同」に市位を置「づ水け循環一」の、教学育び

されたもの」
座の主
ト」"じて捉えるこ"も
市民が橋の再生を
分事
分野から

な水循環

旨を
し、活発な議論

」と
に。

A」して捉えられる
よう付
向をけ目た指出す口戦略の悗討にに

や意見のフィードバック
田本主任研究員は、宮
加価値を持たせること

を参加者へ求めた。

崎市出向時代に手
た
で、長期間の工事でもク
着講手演し内て容いるを蛞。まえた罸

楠田名誉
の「
橋の架け替え工事で、同
レームが発生せず、まち
論の後、加
任准

刑ン社フ会ラにに貢必献要すなる技公術共思イ
た市".事甬例を民紹と介の絆が」深。老ま朽0
の化に財も産貢と献ししてた地域。の

代はを「迎下水ん道界スが新皆しがい共時有

想」てほ、古代の公共イ
化,」小戸之橋を架け替
服部部長水は、コン秋が田手県掛に
できる新しい目標が必要

ンフラの発展過程を紹
えるのにあたりど、に通行つい止
けかるほ水市で日
とした地
とな@。
今設回定の講に向演けでたは

介。雨水
や汚水処理
めに伴う渋滞な

興をや水ア循ー環マ計画の策
新たな目標

に関する発想は現代"矢
て市民の理解を得るたた
定域な振どに関するプロジ=
重要な知迷見がべた得ら。れた」

未差来がなのイい"ン途べた。
」、め、橋〈の
をくワー
クトを紹介
」。地元の
A講評を

フラに求めら
行事や橋に絵を描

れる条件として
「
型

の
」を擧げた。これ

からの下水

人口の減

少を

るて都市部
罪

都市部でそれぞれ下水処

理の
を別
に々爵
す

ることが
」とし、特

事業

本部事業戦略部
に非都市部では

や

長
が
講

た
。

膜
処
理な
あ
個
別
処
理
を

辛

冒頭、同研究室

を
含めた下水道
術の導入

兼任する滝沢智・東大大
を
的に行うチャンス

学院
が
「下水道が変
だと強鬯
た。さらに、

業
革期に
?」い「認識の
下水幇
体で鼻
循環を

もと、
革新を図るた
孝んるのではなく、パイ

め東京都下水
ーピス
オマスの
なア
踏ま


